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第１図は、「だいち」PALSAR による吾妻山周辺の解析結果である。南行軌道(Descending)で 2006

年４月 27 日と 2007 年４月 30 日のペアを取った解析結果を上段に、2006 年９月 12 日と 2008 年９月

17 日のペアを取った解析結果を下段に示した。ともに、吾妻山大穴火口周辺において、ノイズレベル

を超える位相変化が見られる。上下段ともに、右側に大穴火口付近の拡大図（左図の白線枠内）を示

した。変動方向は衛星に近づく方向で、変動量は数 cm 程度である。 
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第 1 図 「だいち」PALSAR による吾妻山周辺の解析結果 

Fig.1 Interferometric analysis of SAR acquired by “Daichi” PALSAR around Azuma Volcano. 

37


